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3) 防災に強い地域づくりの推進 

◆沿岸地域の市町村では「地域防災計画」により海岸災害時の対応が計画されており、住民の

防災意識・知識の普及や自主防災組織の指導・育成計画などが検討されています。渡島南沿

岸住民アンケート結果からは災害に対して不安を感じている住民が多く、避難場所を知らな

いという回答が半数以上となっています。 

 

表－ 1 沿岸市町村の防災対策 

市町村 
地域防災

計画 
避難所 避難路 

情報通報

施設 

防災・避

難訓練 

防災ハン

ドブック 
備考 

函館市 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

北斗市 〇 〇  〇 〇   

木古内町 〇 〇      

知内町 〇 〇      

福島町 〇 〇      

資料－「地域防災計画」他 (各市町村) 

 

◆防災ハンドブックや防災マップなどを利用して住民の災害時の対応や防災意識・知識の向上

を図っていくことが必要です。 

 

 

図－ 10 防災ハンドブック 

資料－長万部町防災ハンドブック(長万部町)  
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◆渡島南沿岸住民アンケートによると、「災害についてどのように感じていますか」では高潮・

津波に対して半数以上が不安であると感じています。 

 

 

図－ 11 災害についてどのように感じているか 

資料－渡島南沿岸住民アンケート (2000年12月) 

 

 

◆渡島南沿岸住民アンケートによると、「海岸災害時の避難場所を知っていますか」では半数以

上が避難場所を知らない状態にあります。 

住民の防災知識の普及・啓発、地域の防災体制を強化することが必要です。 

 

 
図－ 12 災害時の避難場所を知っているか 

資料－渡島南沿岸住民アンケート (2000年12月)  
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5.2 海岸環境の現況と課題 

1) 貴重な動植物の保護、身近な自然の保全・復元 

◆海岸は砂浜にハマヒルガオやハイネズなどの海岸植生、断崖には海岸林などの海岸断崖植生

が分布し、鳥や昆虫などの動物たちにとっても良好な生息空間となっています。近年、自然

環境に配慮しない開発や砂浜への車両乗り入れ、海岸侵食などによって動植物の貴重な生息・

自然環境が失われつつあります。 

今後は貴重な動植物はもとより都市地域、漁村周辺の身近な自然に至るまで、自然機能がバ

ランス良く維持されるように海岸自然環境への配慮が必要です。 

 

 
写真－ 14 海岸植生 

 

 

◆渡島南沿岸の貴重な動植物 

 

  

写真－ 15 コクガン           写真－ 16 ハイネズ 
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2) 自然環境・景観に配慮した施設整備の促進 

◆最近の海岸保全施設や観光・レクリエーション施設は住民の環境意識の向上と共に自然環境・

景観に配慮した計画・整備が行われてきています。 

 

 
図－ 13 環境に配慮した保全施設イメージ 

 

◆渡島南沿岸住民アンケートによると、「利便施設等を整備していくことについて」では、ゴミ

問題、景観や眺めに配慮した施設整備や自然環境と共生・活用する施設整備を進めることが

期待されています。 

今後も良好な海岸環境を創造していくため、関係機関と連携し、継続した環境調査、環境造

成手法の開発・研究などを進めると共に自然環境・景観に配慮した保全・利便施設の整備を

図ることが必要です。 

 

 

図－ 14 利便施設を整備していくことについて  


